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■為替（対円）の騰落率（2019年12月末日～2021年2月12日）

◼ 新型コロナウイルスの感染抑制成功、迅速な景気支援策、資源価格上昇などから豪ドルは大きく反発
◼ 経済の落ち込みが相対的に小さかったオーストラリアでは、景気は早期に回復する見込み
◼ 2021年は、早期の景気回復、輸出の増加といった環境が整いつつあり、豪ドルの上昇傾向は続く見通し

2020年3月以降、豪ドルは大きく反発

⚫ 2020年初来の為替（対円）の動きを振り返ると、
豪ドルは2020年3月までの下落局面から大きく反
発していることがわかります。

⚫ 山火事のような災害や、新型コロナウイルスにも
見舞われたにもかかわらず、オーストラリア政府
や中央銀行による迅速な対応が奏功し、オースト
ラリアの経済の落ち込みは相対的に小さく抑えら
れています。

⚫ 政府は事業、雇用そして収入を守るために、前例
のない規模で大型の景気刺激策を実施、中央銀
行は迅速かつ大規模な金融刺激策を行ったこと
などから、投資家心理の落ち込みを防ぐことにつ
ながりました。

⚫ こうしたことから、豪ドルにおいては2020年2月～
3月半ばまでは弱気一色であったにもかかわら
ず、3月後半以降は、他の通貨を上回る上昇と
なっています。

⚫ 外部環境の好転も、豪ドルにとってプラスに影響
しました。世界各国での景気刺激策を受けて資源
需要が急拡大し、資源価格が上昇しました。特に
オーストラリアの主要な輸出資源である鉄鉱石の
価格は、コロナ禍からの回復が顕著な中国経済
を背景に上昇基調が続いています。

⚫ 世界経済と資源価格の回復を受けて、オーストラ
リアの貿易黒字は拡大基調が続いており、経常
黒字も更なる改善が見込まれています。また、財
政の健全性なども豪ドルのサポート材料となって
います。

UBSアセット・マネジメント株式会社

オーストラリア債券投資のヒント

～環境改善から豪ドルは上昇傾向～

出所：リフィニティブ、オーストラリア統計局
上記は過去のデータであり、将来の市場動向を示唆あるいは保証するものではありません。
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■鉄鉱石価格の推移（2018年12月末～2021年1月末）
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■豪州の貿易収支の推移（2017年12月末～2020年12月末）
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2021年も豪ドルの上昇基調は継続へ

⚫ こうした環境を受け豪ドルは上昇基調にありますが、足元では過去10年の平均を下回る水準にあります。
ワクチン接種の拡大に伴う新規感染者数の落ち着き、経済活動の再開や好調な輸出など、豪ドルを支える
環境は整い始めた段階とも考えられます。引き続き豪ドルや関連する投資の魅力は継続する可能性が高
いと考えられます。

出所：IMF （World Economic Outlook 2021年1月改定値）

（年/月）

オーストラリア経済は早期に回復する見込み

■豪ドル（対円）の推移 （2011年1月末～2021年2月12日）

⚫ 適切なロックダウン、政府による家計や企業に対
する迅速な財政サポートにより、オーストラリアの
2020年7－9月期のGDPはプラス成長を実現しま
した。コロナ禍に見舞われた2020年前半の景気後
退からの復活を実現しています。

⚫ IMFによるGDP予想では、主要先進国の中で
2020年のマイナス幅は相対的に小さく、2021年に
は3%を超える成長が見込まれています。

⚫ 今後のコロナ対策として、モリソン首相は10月まで
に全国民のワクチン接種を完了する計画を発表し
ました。接種促進に19億豪ドル（約1,516億円）を
拠出し、今後も追加支出を行う見通しです。

⚫ 国内の新型コロナウイルスの新規感染者は概ね
一桁に抑えられていますが、コロナ対策は引き続
き厳格です。変異株のクラスター（感染者集団）の
発生を理由に、ビクトリア州では2月12～17日まで
5日間のロックダウン（都市封鎖）を実施しました。
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出所：リフィニティブ 上記は過去のデータであり、将来の市場動向を示唆あるいは保証するものではありません。
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